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〇港湾行政手続の電子化

1-2 NACCS対象外手続きの電子化（サイバーポート（手続き）の構築)

〇調査・統計業務の効率化

業務の流れ

報告者
（船社・代理店等）

港湾管理者 国土交通省

サイバーポート
（調査・統計）

 報告者・管理者の作業負担の軽減
 統計の早期公表化を実現

※今後、港湾統計以外の統計も実装予定

報告者
・手続データの活用・反映
・調査票の作成・提出

調査票（事業者単位で報告）

統計調査員（港湾管理者）
・調査票の作成
・調査票の確認・照会

都道府県（港湾管理者）
・集計表の作成・提出
・集計表の確認

国土交通省
・港湾統計（月報、年報等）の
編さん・公表

集計表（港湾単位で報告）

○港湾管理者への行政手続きや、調査・統計業務については、NACCS等により電子化されているものの、
紙・FAX・メールなどが依然として残り、非効率な業務状況となっている

○このため、サイバーポート（港湾管理分野）として、NACCSの機能改善、NACCS対象外手続きの電子化、
調査・統計業務の効率化（電子化）に取り組み、業務効率化や統計の公表の早期化等を図る

1-1 入出港手続きの見える化（NACCSの改修） 実証対象

業務の流れ

①事前調整

②申請 / 許可

③入港、シフト

④実績報告

NACCSで実装済

４）ＡＡ港 Ａふ頭1・2号岸壁 バースウィンドウ

バースウィンドウ機能により、

・ 一気通貫でNACCS上で完結
・ 電子化・効率化を推進

本取組での改善事項

現状課題（一部）

紙・FAXでの申請が必要で利
便性が低い

紙・FAXでの業務で業務処理
の効率性が低い

過去の業務処理結果を参照す
るのが煩雑である

港湾施設使用関係 港湾区域関係

データ
連 携

臨港地区関係 その他

紙・FAXが主な各手続きの電子化
…

目指す姿

2 調査・統計業務の電子化 実証対象

別紙①サイバーポート（港湾管理分野）の概要



【サイバーポート（港湾管理分野）】実証の概要

項目
港湾行政手続

（入出港手続の見える化）
調査・統計業務

（調査・統計業務の電子化）

時期 令和５年１月16日～令和５年２月17日 令和５年１月５日～令和５年２月28日（調査対象：１月）

目的
定量的な業務改善効果の測定

課題（機能改善事項）の抽出

場所 新潟港、御前崎港、和歌山下津港、広島港

参加者
数

港湾管理者数：４者 港湾管理者数：４者

事業者数：14者 事業者数：54者

内容

○係留施設使用許可申請
バースウィンドウ機能 （岸壁の空き状況表示）
手続状況照会機能 （申請ステータス等の表示）

○港湾統計
調査票の作成・提出【事業者】、
内容確認 【統計調査員（港湾管理者）】

集計表の作成・提出 【都道府県（港湾管理者）】、
内容確認【国、都道府県（港湾管理者）】

別紙②
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入出港手続の見える化（NACCSの改修）の概要と実証内容

既存画面 新規画面実証の流れ 実証対象外

１）メニュー（既存のWeb NACCS画面を想定）

地図表示

港湾一覧から選択>>

地図から選択 >>

係留施設使用許可申請

バースウィンドウ

船舶基本情報登録

船舶運航情報登録

港湾行政手続申請

バースウィンドウ

基本情報管理

○○港

２）対象港湾選択 ３）ＡＡ港 港湾施設マップ

岸壁

上屋

荷さばき地

地図から
港湾を選択

４）ＡＡ港 Ａふ頭1・2号岸壁 バースウィンドウ

６）手続状況照会

利用状況を
一覧表示

システム上で
使用料の
確認が可能

地図から
岸壁を選択

手続から選択 >>

新規申請

５）係留施設使用許可申請（既存のWeb NACCS画面を想定）

ファイル添付

～

申請情報出力

バースウィンドウ

船舶情報

着岸場所

着離岸日時

貨物情報

荷役情報

・・・

完了・報告

船舶基本情報

申請

申請入力画面での
データ添付が可能

申請

完了・報告登録

着岸場所・日時を
自動反映

バースウィンドウにおいて
日時・着岸場所を選択

○○岸壁

○日○時 ○日○時

申請状況を表示
他船舶の利用状況も確認可能

ｼﾌﾄ先申請

変更申請

実績報告

一覧表示

別紙②

○新機能：バースウィンドウにより、他船舶の状況を確認しながら事前調整、リアルタイムで申請状況を確認
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調査・統計業務の電子化（サイバーポート（調査・統計）の構築）の概要と実証内容

船社X

港湾運送
事業者Y

統計調査員
（港湾管理者）

〈報
告
者
〉

国土交通省職員

④システム
集計

＜都道府県、統計調査員＞

＜国土交通省＞

都道府県職員
（港湾管理者）

①手続データを連携

NACCS

②調査票を入力
(紙、メールの場合)

港湾統計
（月報・年報等）
を編さん

公表

【調査票データ】 【集計表データ】

NACCSの
手続連携データ
（報告者が活用）

②調査票を紙、メール
で提出する場合

• 外部データ取込
• AI-OCR（紙情報）

②
調
査
票
を
入
力

（前
回
入
力
デ
ー
タ
を
参
照
可
能
）

報告者による調査票の
作成・提出

データ保管

③調査票を確認

都道府県等による集
計表の作成・提出

データ保管

港湾管理者
独自システム
（統計）

報告者

独自システムで
提出する場合

⑤集計表を確認

サイバーポート（調査・統計）

【港湾統計データ】

⑦システム
集計

国土交通省による
港湾統計データの作成

データ保管

データ
入出力

港湾管理者
独自システム
（港湾EDI）

港湾
GW

⑦集計表等を出力⑥集計表等を確認

実証対象外

別紙②

○NACCSと連携し入出港手続等の情報を活用して電子的に調査票や集計表を作成
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